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研究課題名 
 ゲノム育種で創出する優良マサバ系統と天然環境を超えた 

養殖環境制御技術を融合した次世代型マサバ養殖システムの開発 

研究期間  令和８年１月～令和１０年１２月 

研究の概要 

申請者は、卓越した養殖技術とゲノム解析を統合し、世界的にも稀

有な養殖母集団をこれまでに樹立済しており、国内外で需要の高いマ

サバにおいて、直ちに選抜育種を実施可能な体制を構築している。本

課題ではこれを活用し、サバ養殖の課題である成長性・飼料効率を改

良した優良系統を作出する。また、従来は天然環境を再現することが

重視されてきた養殖環境（水温・溶存酸素・塩分濃度など）を該当種

が潜在的に有している生理学的能力を最大限に発揮させることがで

きる条件に制御することで生産性の向上を目指すBeyond Nature養殖

技術を開発する。その際、環境制御が生産コストを大きく左右するた

め、最先端の熱交換技術やAIによる制御で省エネルギー化を実現する

ことで、持続可能で高効率な次世代陸上養殖モデルを確立する。 
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